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津波を知る⑧

津波と地名　　地名が教えてくれる津波の歴史

　太平洋プレートの影響を受けやすい場所にある南三陸町付近は、太古の昔から幾度となく津波に襲わ

れてきた。縄文時代の遺跡が内陸部に点在し、平安時代は平泉・藤原氏の繁栄下で、長きに渡り先人た

ちがこの地域で歴史を紡いできた。震災前には多くの住民が川の下流部の平地に住んでいたが、明治時

代以前には、多くの住民は内陸部に居住していた。深い森から湧き出る良質な水と里山の恵みが、人々

の暮らしを支えてきたのである。

　堤防などがなかった昔は、河口に近い下流地域は居住に適しておらず、海から遠く離れた場所にも川

伝いに津波が到達していたことが、今に残る言い伝えや地名から読み取れる。長い時間が経過しても自

然の脅威を忘れずに伝える知恵として、先人たちは災害にまつわる地名を語り継いできたのである。

志津川地区

歌津地区

入谷地区

戸倉地区

童子山の奥にある標高 412.0ｍの尖った山。藤
原秀衡公の時代、この山中に棲みついた蝦夷退
治に遣わされた一団の見張り役三人がこもった
ことから「三人立」と呼ばれている。一方で太
古の津波で何もかもが流されたときに、この山
に駆け上がった三人だけが助かったことからこ
の名がついたとも伝えられている。

三人立

東日本大震災の津波で
浸水したエリア

さん  にん  たち

残  谷
の  こ  り  や

川沿いにある縄文遺跡は残谷遺跡と呼
ばれている。縄文時代は海面が今より
高かったため、現在の山間地になって
いるこのあたりも浸水したのではない
かと考えられる。

舟  窪
ふ  な  く ぼ

大昔大津波の時に窪みに船が
寄せられたと言われている。

寄波沢
よ っ  ぱ  さ  わ

通称「よっぱさ」
舟川原
ふ な  が  わ  ら

大船沢
おお ぶ ね さわ

入大船沢
いりお お ぶ ね さわ

舟が打ち上げられて
「ふながわら」と呼ば
れるようになった。

水尻川の上流の入大船川には、津
波の時に大きな船が流れ着いて
この地名が付いたと言われている。

田子沢
た  こ  ざ  わ

川の上流域に津波でタコが
打ち上げられたという。

波伝谷
は  で  ん  や

一夜にして海底が隆起して海が陸
となり、隆起の時の波で舟が転覆
したことからこの地名となったと
いう。


